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表紙の写真

表紙の写真は、ちょっと変わった地形として日本の代表的な砂
嘴（さし）を集めました。
砂嘴（さし）とは沿岸流や波浪により運ばれた砂礫が陸地であ
る海岸から細長くのびるように堆積して出来た嘴（くちばし）形
の地形。
① 上 　日本最大の砂嘴。北海道別海町の野付半島で全長約

26kmに渡り、根室海峡（オホーツク海）に突きだ
している。

（①写真提供：別海町役場商工観光課）
②左下　伊豆半島西岸の戸田（へだ）湾口の写真。

湾内に湾曲した形で鉤（こう）状砂嘴と呼ばれる。
③右下　富士山と一緒に世界遺産に登録された三保の松原。

もともとは内側の部分が枝分かれしていた。分岐砂
嘴の１つである。

（②、③写真提供：渡辺裕氏：ホームページ「地学百景」より）
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筆者は大阪高等・地方裁判所管内で専門委員や調停委員
を務めており、関与する建築紛争事件は、専門である地盤
や基礎に関するものが主体です。
経験した裁判事例で圧倒的に多いのは、建物の不同沈下

でありその大半は次の二つに分類される。
①盛土地盤、Ｌ型擁壁裏込盛土地盤の圧縮沈下。
②軟弱地盤に薄い盛土を行い、住宅を建築した場合の圧

密沈下。
これらは造成宅地の場所に影響を受け、丘陵地の造成盛

土では①が多いし、低平地の軟弱地盤では②が多い。
裁判事例を見ると、住宅基礎の支持力検討はなされてい

るが沈下検討を実施している例はほとんど無い。許容支持
力の検討では安全率が考慮されているために、支持力不足
による地盤破壊が発生することはまず有り得ない。ところ
が盛土地盤では締固め不足による圧縮沈下や降雨の浸透に
よる水浸沈下などが発生するし、軟弱地盤では盛土荷重や
建物荷重による圧密沈下が発生する。それも、盛土厚さの
不均衡、隣接建物との地中応力の干渉などにより不同沈下
となって現れ、居住性能を大きく損なうことになる。
最近の新築戸建住宅においては、スウェーデン式サウン

ディング試験による地盤調査が普通に行われている。
筆者も45年も前に軟弱地盤や埋立地で大量のスウェーデ

ン式サウンディング試験を自分の手で行ったことがある。
その当時の実態は、スウェーデン式サウンディング試験は
ボーリング調査（標準貫入試験、サンプリング＋室内土質
試験）などの補助的な調査法という位置づけであり、昭和
30年代～40年代初めまでスウェーデン式サウンディング
試験は土木系の土質調査の中で補助的に実施されていた。
しかし、経済成長と共に調査費も潤沢になり、コーン貫

入試験のように原理が明確なサウンディングの普及によっ
て、土木系の調査では「ボーリング＋標準貫入試験」が主
体となり、スウェーデン式サウンディング試験は実施され
なくなった。それに合わせて土質工学会誌や研究発表会な
どで研究成果が公表されなくなった。ちなみにスウェーデ
ン式サウンディング試験について土質工学会誌の「土と基
礎」で検索してもヒットするのは昭和35年頃までと平成
14年以降に分かれ、その中間では全く報文がない。「土
質（現：地盤）工学研究発表会」でも同じような傾向では
あるが、昭和57年～平成５年度頃に散発的に発表され、
平成12年頃からは自動化の研究がある。しかし、平成14
年度以降には建築系の研究者や実務者の研究が集中し、
多数の成果が発表されている。結果的に国土交通省告示
1113号の施行と同じ頃から研究が活発化していることに
なる。
３年ほど前から大島昭彦大阪市立大学教授を中心に種々

の現位置試験の一斉調査が実施されてきたが、東大阪市で

の成果によれば、スウェーデン式サウンディング試験は粘
性土の強度（cu）評価は可能だが、砂質土・礫質土の強度
（σ･tanφ or Ｎ値）評価は難しいという結論であった。
スウェーデン式サウンディング試験の原理は、大工道具
の錐と同様と考えられる。錐は三角・四角錐の歯を回転・
押し込みによって木を削って孔を空けている。スウェーデ
ン式サウンディング試験のスクリューポイントも錐と同じ
作用をしていると考えられる。
粘性土の強さは土の状態によって決まるのに対して、砂
質土や礫質土では土の状態の他に、土粒子の大きさや地中
の応力状態によって大きく影響されるから、砂質土や礫質
土では強度を正しく評価できないのであろう。
住宅の基礎設計を行う際に大事なのは、地盤を見る（観
る、診る）ことである。どのような経歴の地盤かを観察・
診断し、それに相応しい地盤調査法を決めて、調査を実施
し診断の確かさを確認することであり、決して調査結果
だけに頼ってはならないのである。例えば関東ロームでス
ウェーデン式サウンディング試験を行えば自沈層となるこ
とがある。しかし、関東ロームは練返しを行わない限り戸
建住宅程度に対しては十分な支持地盤となりえるのに、自
沈という結果から地盤補強が必要と判定すれば、顧客に無
駄な出費を強いることになる。
自然地盤はどのような成り立ちで、さらにその上にどの
ような材料でどのような方法で宅地盛土がなされたのかど
うかなど地盤調査を行う前に、現地踏査や資料収集など事
前にできることは多数あり、その段階で戸建住宅の基礎は
決まってくるといって過言ではない。
特に沖積の軟弱な粘性土地盤が15m以上も厚く堆積す
るような場所では、柱状改良の先端深度や、鋼管圧入杭の
打ち止め深度を決めるのには、調査方法に関係なく極めて
難しい問題である。すなわち、標準貫入試験で地盤の状態
は明らかにできるが、設計上の改良深度や杭長が決定でき
るわけではない。深い支持層に鋼管圧入杭を支持させれば
不同沈下は防止できるが、基礎工事費が高額になるという
ジレンマがある。経済性のある基礎設計でなければ顧客も
満足しないため、幾ら経験を積んだ技術者であっても限界
がある。戸建住宅の基礎設計は極めてリスクの大きい仕事
であり、リスクが残らざるを得ない。
したがって、地盤や基礎についてのリスクを顧客に丁寧
に説明し、トラブル発生時の補修費用の負担などについて
も理解を求める方向に進まないと地盤に起因する建築紛争
を低減することは困難なのではなかろうか。
これは、地盤調査と基礎設計を行う企業の責任のみなら
ず、上物と土地を提供するハウスメーカーやビルダーの責
任でもあり、戸建住宅業界上げて取り組むべき課題であ
る。

地盤に起因する建築紛争の低減に向けて

諏訪技術士事務所

代表・技術士　諏訪靖二
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●2013年事業のご案内

・第15回通常総会　
５月23日（木）　13：00～　
ホテルラングウッド（東京）にて開催
特別講演：「ゴルフが教えてくれたもの」坂田信弘先生

・住宅地盤セミナー（夏・冬）
６月29日（土）　東京・大阪
７月６日（土）　東京・名古屋　
住宅地盤主任技士・技士の更新対象者と住宅地盤技術の
知識向上、資格取得を目指す方を対象とし実施しまし
た。
昨年よりカリキュラムを見直し、失敗例に学ぶと題し一
昨年発行の「強い住宅地盤」からのトピック等を取り上
げました。
また、来年度から開催時期を毎年２月に移行することに
よる経過措置で今年度は2014年２月にも開催いたしま
す。
２月15日（土）　札幌・東京・高崎・大阪・福岡
２月22日（土）　仙台・東京・金沢・名古屋・岡山
申込受付開始は11月頃の予定です。

なお、認定資格の有効期限につきましては翌年の３月末
まで延長されます。発行済みの登録証については読み替
えでの対応をお願いします。更新など今後発行される登
録証は３月末期限となります。

・試験対策セミナー
９月28日（土）　札幌・仙台・東京・高崎・名古屋・

大阪・岡山・福岡（申込み受付中。～8/30まで）
技術者認定資格試験の合格を目指している方に対して本
年度の出題傾向を中心に解説します。
・技術者認定資格試験
10月20日（日）　札幌・仙台・東京・高崎・名古屋・
大阪・岡山・福岡（申込み受付中。～8/30まで）
調査及び設計施工部門の住宅地盤主任技士・技士の認定
資格試験を実施します。
また、地盤工学会など７団体で構成する「地盤品質判定
士協議会」が、地盤分野に特化した資格制度「地盤品質
判定士」をスタートさせました。その受験資格のひとつ
が住宅地盤主任技士となっております。本協議会へは当
協会も正会員として参加しており理事及び各委員会への
委員を派遣しております。

・実務者登録制度　研修会
本研修会は住宅地盤の調査、補強工事に従事する実務者
の知識レベルを、研修会と効果測定により認定するもの
です。
毎年２月頃に開催していましたが新人研修などに活用し
易いように開催時期を６･７月頃に移行します。そのた
め、2013年度は開催いたしません。次回は2014年６･
７月頃の開催となります。
開催時期の変更に伴い、登録番号が研第23xxxx～
24xxxx号の方の有効期限を同年の９月末まで延長しま
す。新しい登録証は作成しませんので読み替えでのご対
応をお願いします。本年２月の登録者については有効期
限９月末で発行いたしております。

●第15回通常総会報告

日時　５月23日（木）　13：00～　
会場　ホテルラングウッド（東京・日暮里）
参加会員数　84社

　村上理事長の挨拶に始まり2012年度事業報告・決算
報告、2013年度事業計画（案）・収支予算案（案）を
審議し賛成多数で承認されました。

　本年の特別講演はプロゴルファーで作家、坂田ジュニ
アゴルフ塾主宰の坂田信弘先生をお迎えし「ゴルフが教
えてくれたもの」の演題で講演頂きました。
　上田桃子や古閑美保などトッププロを多数輩出してい
る坂田ジュニアゴルフ塾のとある塾生とのエピソードを
中心にお話しいただきました。ほろりと泣ける話、感動
する話、笑える話などバラエティに富んだお話で聴講者
を魅了されました。懇親会にもご出席いただき急遽「飛
距離をあと30ヤード伸ばすためのレッスン」を開催し
ていただきました。有志10名ほどが参加し汗を流しま
した。例年にも増して盛り上がった懇親会となりまし
た。

住品協 Topics
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住品協 Topics
●2013年度住宅地盤セミナー（夏）報告

日時：６月29日、７月６日　10～15時
会場：全国３箇所４会場（東京、名古屋、大阪）
参加者数：369名

住宅地盤技士・主任技士資格の資格更新のための住宅地
盤セミナーは２日間にわたり開催されました。
今回は大都市圏３箇所のみでの開催でしたが2014年２

月に全国９か所10会場で開催されます。
これは来年度から開催時期を毎年２月に移行することに

よる経過措置です。詳しくは2013年度事業のご案内をご
覧ください。
今年度は約900名強の更新対象者がいらっしゃいます。

来年度以降も毎年同程度の皆様が受講されることになりま
す。今後も随時、セミナーの内容を見直し、より実践的な
テーマや上位資格へのチャレンジにも役立つように進めて
まいります。
また、建築や土木を学ぶ学生の皆さまを招待し住宅地盤

業界に興味を持っていただけるよう働きかけていくことも
検討しております。

●新会員のご紹介

６月末時点の会員数は490（正会員A・B、準会員）
2012年１月～６月の新入会員は13社です。
株式会社尾鍋組（三重）
有限会社グロウイング（和歌山）
株式会社弘匠（京都）
株式会社明倫開発（神奈川）
有限会社沼栄工業（青森）
株式会社グランテック（富山）
栄和パイル株式会社（大阪）
地盤の窓口株式会社（山口）
株式会社和賀組（秋田）
英重機工業株式会社（群馬）
徳本砕石工業株式会社（奈良）
株式会社坂本建設（群馬）
株式会社グリンブル（兵庫） (入会順)

また、新たに特別会員１社、賛助会員２団体が加わりました。
日本車輛製造株式会社 機電本部 鳴海製作所
一般社団法人地震補償付き住宅推進協議会
ＳＢＩ少額短期保険株式会社

住品協の活動に積極的に参加頂けるよう期待します。

●技術者認定資格試験制度について

NPO住品協では住宅地盤の品質向上を目的に掲げ地盤
事故の根絶を目指し、啓蒙活動、技術者教育、認定資格試
験、調査研究を行っています。
最低限守るべき調査・工事の基準を「技術基準書」とし

てまとめ、それを実施、監督する認定資格者という一体の
構図を描いています。

この認定資格には調査・設計施工の２部門があります。
それぞれに住宅地盤の実務に携わる方に必須の住宅地盤技
士、上位資格の指導・監督者に必須の主任技士があり、計
４種類となります。

業務との関係を一覧にすると下表のようになります。

業　務 資　格
地盤調査の実務
事前調査、現地調査、地盤解析 住宅地盤技士（調査）

地盤調査の承認及び責任者
基礎仕様判定の承認 住宅地盤主任技士（調査）

地盤補強工事の実務
設計、施工管理、品質管理 住宅地盤技士（設計施工）

地盤補強工事の承認及び責任者
設計の承認、工事完了引渡しの承認 住宅地盤主任技士（設計施工）

2013年６月現在、延べ5754名が資格者として認定され
ています。
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北海道 16 社
東　北 32 社
関　東 152 社
中　部 121 社
近　畿 87 社近　畿 87 社
中　国 32 社
四　国 12 社
九　州 38 社

特別会員 10社
賛助会員９団体
学術会員３名
※ 2013 年６月現在

6/29東京会場

正・準会員全国 490 社



2013年度は10月20日（日）に全国8地区10会場で開催
されます。
受付期間は７/１～８/30となっています。詳細は当協

会ホームページでご確認ください。
また、資格取得を目指す皆様に試験の出題傾向を中心に

説明する試験対策セミナーも９月28日（土）に行われま
す。
こちらも是非ご受講下さい。受付期間は試験同様７/１
～８/30です。

住品協 Topics

●協会員紹介

大石学（おおいしまなぶ）さんは株式会社トラバース西
日本地区の取締役で住品協の理事として協会の運営にご尽
力いただいています。お住まいは名古屋近郊でご趣味は、
魚釣りや写真撮影とのことです。素晴らしい写真と併せ
て、ご趣味の写真撮影についてご紹介いただきます。

最近では、写真撮影の趣味を楽しむことが多くなりまし
た。対象物は野鳥や戦闘機、動くものを１枚の写真に切
り出すことが楽しいです。先日は、駒門基地で最新式戦
車10式を撮影する機会に恵まれました。重量は44トンで
す。こんな重機が通れる道や地図は、今はあります。しか
し、明治初期にはありませんでした。そこで、明治政府が
陸軍に依頼したのが、「迅速測図」であります。これが、
現在の「土地分類図」の前身であったと聞いております。
進軍のため車両が通れる地形を見分けたり、利用状態を見
分けたりしたのです。

野鳥といえば思い出すのが紅白歌合戦で日本野鳥の会の
皆さんが双眼鏡で数を数えるシーンですが、日本には多数
の野鳥がいるのです。留鳥や、夏や冬に日本を訪れる渡り
鳥、種類は500種類を超え、身近なものから貴重種まで知
られているものでも300種はいます。
野鳥に興味が無かった時は、目にするものは雀や鳩くら
いでしたが、野鳥に興味を持ち始めて実に多くの種類が身
近なところにいるのに気付きます。環境の変化で絶滅に追
い込まれている種類も数が多いのです。野鳥の世界を観察
していると、種類毎の生態までが分かるようになります。
渡り鳥など観察していると季節感が出て来ます。毎年同じ
場所に決まった日時にやってくる野鳥もいます。最長移動
距離では、北極から南極まで移動する野鳥もいるそうで、
ロシアや東南アジアを毎年往復するものもいます。野鳥に
は国境がないのです。野鳥の旅は地図やGPSも無く、カ
レンダーや時計も無いのに確実に移動できる能力には驚か
されます。現在、私が観察して撮影することができた野鳥
は、まだ100種類にも満たないです。もっと多くの野鳥を
観察するには、入念な下調べや予測、十分な観察力と根気
が必要です。
これは、地盤調査時の極意にも酷似しています。最近で
は、季節に併せて野鳥の観察年間スケジュールができてい
ます。狙い通りの場所で、狙った野鳥を見ることができ、
さらに写真に納めることができたら最高の達成感を感じま
す。写真の撮影技術も機材も必要になりますが、同時に山
に登ったり、歩いたりと、健康面にも有益な趣味であると
思います。まだまだ、目標とするところの先は長く、いつ
か写真集をまとめたいと夢をみている今日この頃です。
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▲10式戦車（静岡・駒門）

▲エゾフクロウ（北海道・虹別町） ▲タンチョウ（北海道・鶴居村） ▲オオワシ（北海道・別海町）



・地盤工学会
７月の地盤工学研究発表会（富山）において次の発表を

行う予定である。
「盛土地盤に発生する水浸沈下現象について」

・日本建築学会
９月の日本建築学会大会（北海道）学術講演会では次の

２編を発表する予定である。
「東日本大震災による住宅被害のアンケート調査
その３　沈下修復を行った住宅の調査結果１」
「東日本大震災による住宅被害のアンケート調査
その４　沈下修復を行った住宅の調査結果２」

・盛土の水浸沈下　
前年度に引き続いて盛土の水浸沈下について現場試験を

行う予定である。室内試験において、メカニズムは理解で
きたが、現場での試験方法や予測手法については、判断基
準となりえていない。小型の実験土槽を用いて現場実験を
計画している。

・NswデータとN値の関係について
地盤補強設計に際しては、NswからN値の換算が行われ

るが、SWS試験の換算値は実際のN値と比べ高めに出る
傾向があるとの指摘も聞かれる。そこで同一場所で実施さ
れた実際のN値との検証を行う。最近では全自動式が多く
使われているが、その比較においても検証を行う。

・固化不良の発生する地域と地形の関係及び対応策　
前年度には固化不良に関するアンケートを実施し、それ

らを県別土質別にまとめた。今年度は固化不良が発生する
場所と地形や土壌図との関係を突き詰めて究明していく予
定である。
また固化不良の有効な確認方法、防止方法及び固化不良

が発生した場合の有効かつ経済的な対応策について検討検
証する予定である。

・直接基礎の沈下事例
自沈層があれば改良、なければ直接基礎と言った安易な
基礎選定が今でも見られる。直接基礎か改良かの境界領域
は、いわゆるグレーゾーンなどと言われ意見の分かれると
ころである。その対策の一環として盛土の水浸沈下の解明
を行っているわけであるが、さらに直接基礎での沈下事例
をデータ収集しまとめることにより、有効な地盤判定を行
うための資料を作成したいと考えている。
現在主要な会員にお願いして資料収集を実施している。

・杭基礎のトラブルアンケート
地盤工学会で「杭基礎のトラブルとその対策」改訂版を
編集するにあたり住宅の小径杭についても取りまとめを
行っておりその協力を行っている。

・技術委員会報告会
2013年秋には震災委員会と地盤評価小委員会合同で技
術委員会報告会を東京にて実施する予定である。

・小規模建築物の沈下修復方法の手引き
東北地方太平洋沖地震宅地調査委員会において成果の取
りまとめとして「小規模建築物の沈下修復方法の手引き」
を作成し各会員に配布した。協会HPでPDF版を公開中。

（技術委員会　橋本光則）

技 術 告報会員委
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1. 学会論文発表

2. 地盤評価小委員会

3. その他

造成盛土の水浸沈下状況

土壌図例

不同沈下（5/1000）が発生した地盤の事例



■地盤品質判定士とは

地盤工学会など7団体で構成する「地盤品質判定士協議
会」が、地盤分野に特化した資格制度「地盤品質判定士」
をスタートさせました。
この資格制度は、2011年春の東日本大震災をはじめ、

これまでの地震によって発生した住宅や宅地の被害を教訓
として、今後宅地における地盤災害の防止や軽減を推進す
るためのものです。

●地盤品質判定士が目指す業務
地盤品質判定士は、宅地の造成業者、不動産業者、住

宅メーカー、住宅及び宅地の取得者（購入者）の間に立
ち、地盤の評価（品質判定）に関わる調査・試験の立
案、調査結果に基づく適切な評価と対策工の提案を行な
います。地盤品質判定士並びに地盤品質判定士協議会
は、広く社会に貢献することを目指します。

●受験対象者の例
土木工学・建築工学分野の地盤技術者
不動産・住宅関連産業に従事する地盤技術者

●地盤品質判定士に求められる能力
◆基礎的な知識
宅地の造成
地質・地形・地盤の調査
住宅等（小規模建築物）の基礎
地盤の液状化
地盤・抗土圧構造物の安定性及び基礎の沈下・傾斜
地盤改良と地山補強
技術者倫理

◆技術力と経験
地盤の液状化、基礎の支持力と沈下、
盛土・切土と抗土圧構造物

■住品協との関連性

地盤品質に対する基本的なスタンスが合致することか
ら、当住宅地盤品質協会は「地盤品質判定士協議会」に正
会員として参加して、協議会の理事をはじめ各委員会へ委
員を派遣しております。
また、「地盤品質判定士」受験資格の一つが当協会「住
宅地盤主任技士」となっており、今後住品協としては既存
の住宅地盤技士・主任技士と「地盤品質判定士」の共存共
栄を図っていく考えです。
尚、本資格では住品協資格では十分とは言えなかった
「宅地の造成」や「地盤の液状化」の能力も求められるた
め、さらに広い知識・技術力の獲得につながるものと言え
ます。

■試験制度の概略

検定試験に合格した者は、「地盤品質判定士」または
「地盤品質判定士補」に登録することができます。また、
資格の更新は５年毎です。

「地盤品質判定士」について「地盤品質判定士」について「地盤品質判定士」について
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住宅地盤品質協会 事務局



■2013年度試験のご案内

詳細は地盤品質判定士協議会ホームページをご覧くださ
い。
 http://www.jiban.or.jp/jage/

●試験スケジュール（本年度受験締切は6月28日でした）
・試験の実施　　2013年９月22日（日）
　　　　　　　　場所：東京及び大阪
・合 格 発 表　　2013年11月25日（月）

中旬

11月末

●受験料と資格登録料

受験料 資格登録料

13,650円
（税込）

地盤品質判定士：10,500円（税込）
地盤品質判定士補：　7,350円（税込）

●受験資格
・住品協「住宅地盤主任技士」
・一級・二級建築士
・地質調査技士　ほか

●試験内容
・一次試験：多岐式2時間
・二次試験：記述式3時間

●主要参考図書
・宅地防災マニュアルの解説
・地盤調査の方法と解説
・建築基礎構造設計指針
・小規模建築物基礎設計指針
・土木技術者倫理問題
　ー考え方と事例解説Ⅱー

●登録証の有効期限
・登録申請期限日より５ヵ年
（2013年度合格者は、2019年３月31日（日）まで）
更新には下記のいずれかが必要となります。
・CPDポイント（125単位）
・更新講習会の受講

現時点で「地盤品質判定士」は単なる民間の専門資格で
すが、協議会では将来的に何らかの公的資格を目指してお
ります。また今後、ハウスメーカーや住宅ビルダーの技術
者が受験をして、資格を取得していくことも考えられま
す。
将来を見据えて、また自己研鑽の意味でも来年度の受験
をご検討ください。
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Thinking 住宅地盤Thinking 住宅地盤
― 住宅地盤をどう捉えるか ―
住宅に関わる関係者の皆様に住宅地盤について、どのような認識
をお持ちかを伺います。
今回は住宅建設関連団体の皆様に伺いました。
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フォークソングシンガーの故加藤和彦に「家を
建てるなら」と言う歌があった、家を建てるなら
「幸せの香りのする家を建てたい」との想いを込
めた詩が想い出されます。
住宅の建設には、古来「三匹の子豚」の寓話や

キリスト教の聖書にも岩の上に建てた家と砂の上
に建てた家の話等、人間の自然災害等のリスクに
対して安全であって欲しいとの願いへの話しが数
多くあります、こうした想いに応えるのが住宅建
築技術者の使命だと考えております。
平成 12年の「住宅の品質確保促進法」の施行

とそれに続く、建設省告示第 1347 号、平成 13
年の国土交通省告示第 1113 号により、住宅分野
においては「地盤調査」は「スウェーデン式サウ
ンディング」「基礎の構造」は「ベタ基礎」が一
般化して来ています。
このことは、住宅を設計・施工して行く上で大

きな改善と評価出来ますが、一方地盤調査は調査
会社で行い、その評価についても調査会社任せに
して、基礎仕様を単純に「ベタ基礎」にする等機
械的に判断している風潮がないとは言えない状況
もあります。
例えば、優良なローム層が下層にあるにも拘わ

らず、単純にSWS試験のみに頼り、「要地盤改良」
の判断をしたり、ガラの多い地層でサウンディン
グ調査結果に不具合が生じたりする例を、多々見
ることもあります。

調査はあくまでも、地盤の地耐力等の判断の一
要素であることを認識する必要があると考えられ
ます。
かつて、昭和 40 年代後半から 50 年代の大規

模分譲地の宅地開発では造成完成後、半年から一
年程度地盤の圧密期間を確保して、建物の建築を
行っていましたが、小規模宅地開発が盛んになる
に従いキャッシュフローの関係から宅地造成完了
後直に、住宅の建設を行うことが通常化して地盤
の初期沈下がすまない内に基礎を着工する事例が
殆どになってきており、従って地盤の判定にはよ
り慎重であるべきと考えられます。
又、大規模な宅地開発の時代が終わると共に、

従来戸建住宅の宅地化を避けて来た地形、土質の
敷地への開発を行う事例も出てきておりますが、
地盤については「土質による盤膨れ現象」・「土壌
の細粒化現象」先の東日本大震災でも問題となっ
た「液状化現象」や「地盤の滑り崩壊」等、対策
技術が未確立な現象もあり、住宅に関わる技術者
の知識向上と技術の確立への真摯な取組が必要と
思われます。
地盤は、建築においては文字通り住宅を建築す

る上での基盤であり一度建ててしまえば後から、
是正や改良を行うことは、多額の費用を必要とし
ます、従って計画開始時点での判断には、一定の
時間とマンパワーを掛ける必要があると考えてお
ります。

一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会 公共建築物技術委員長（西武建設（株）戸建事業部フェロー）
中村　孝
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2011 年３月 11 日の東日本大震災は、被災３県のみ
ならず、茨城、栃木、千葉、埼玉県などで、地盤災害が
発生しその原因として盛り土、埋め立て地などの造成地
で発生しました。
また、液状化現象は、東京から千葉にかけての東京湾
沿岸、埼玉県久喜市や千葉県我孫子市、印西市、茨城県
潮来市、鹿島市で確認されているとの調査報告、千葉県、
茨城県境の利根川など河や湖沼沿いの地域で発生し、社
会的生活基盤に大きな被害が発生したことが報道されま
した。
住宅建設に係わるものとして、東日本大震災によって
地盤調査の重要性と適正な地盤改良工事の必要性が再認
識させられたところです。
これまでの全建総連の地盤調査等に対する対応は、木

造住宅戸建て住宅の建設について（財）住宅保証機構の
住宅保証制度から、現在の住宅瑕疵担保責任保険法人住
宅保証機構（株）のまもりすまい保険における特定団体
として、まもりすまい保険設計施工基準の「地盤調査等」
「地盤補強及び地業」基づいた木造住宅建設、地盤調査、
地盤補強工事等が必要な場合は地盤保証制度を全国の県
連・組合に推奨してきたところです。
全建総連に加入している工務店は、住宅瑕疵担保責任
保険協会に加入している保険法人の保険による資力確保
を行っている関係上、保険法人が定めている設計施工基
準に適合するよう地盤調査を行っています。これからも
各保険法人の協力を得ながら地盤調査、地盤補強工事の
重要性ついての啓蒙を図っていきたいと思います。

全国建設労働組合総連合（全建総連） 住宅対策部長　澤田　雅紀

「輸入住宅産業協議会」は輸入住宅の発展のために関
連する企業・団体が集まって 1995 年に設立されました。
現在、正会員、準会員、FC会員、賛助会員を合わせて
60社で構成され、協議会全体の活動を取りまとめる運
営委員会と、総務、企画広報、品質向上、ライフスタイ
ル、保証制度の５つの委員会で具体的な活動を行ってお
ります。
当協議会設立当時の 1995 年は円高で輸入促進の面か
ら輸入住宅が注目されておりましたが、協議会では欧米
の住宅が年月を経てもその価値を持続し、長い期間利用
され続け、また流動性を持った資産として位置づけられ
ていることにも注目してきました。
ご存じの通り、欧米では新築住宅と比べると既存住宅
の流通量がはるかに上回っていることが特徴です。日本
も戦後の住宅不足の時代からストック型社会に以降し、
2008 年の統計では空き家率が 13.1％となっています。
また 2000 年４月に施行された「住宅の品質確保の促進
等に関する法律」や 2009 年６月に施行された「長期優
良住宅普及促進法」等の施行によって住宅の品質・耐久

性が向上し、再利用が可能な既存住宅が増えていく状況
にありますので、低価格な新築の建売住宅より程度の良
い既存住宅に目を向ける消費者も増えているかと思いま
す。
このような状況から、住宅の価値を下げないための要
素として「住宅地盤」に注目することは必然的と言えま
す。構造のしっかりした建物をいくら建築しても、地盤
に関して正しい認識と対策が施されていなければ不同沈
下などの地盤に関する事故が建物に発生し、住宅そのも
のの価値を大きく下げてしまうことになってしまうから
です。
当協議会では正会員向けに「地盤保証制度」を運営
しており、2002 年の制度開始から 10年以上の経験と、
約１万棟を超える保証実績を有しています。この地盤保
証制度を通じて正しい地盤認識と対策を会員に提供して
いると自負しております。
今後も地盤に関する事故の発生が減少することを願
い、住宅の価値が持続する家づくりに努力を重ねていき
たいと思います。

輸入住宅産業協議会 事務局長　岡田　正廣



深刻化する沈下修正工事トラブル
東日本大震災の発生から２年以上が経過しましたが、その間、当事務所には、住宅の地盤に関連

した様々な相談や事件が寄せられました。今回は、その中でも、地震後の二次被害ともいえる沈下

修正工事をめぐるトラブルについて、消費者側から寄せられた事案をご紹介したいと思います。

トラブルの種類としては、主に、①契約や説明（セールストーク）に関するもの、②工事の内容

や結果に関するものがあり、後者の②工事に関するものには、工事を行った住宅に関するものと、

工事を行った住宅の隣家に関するものがあります。

①の契約に関して目に付くのは、その沈下修正工事が、再液状化の対策には全くならない、また

は効果が低いにも関わらず、再液状化対策を明記・明言したり、効果を期待させる、誤信を強める

ような説明をするというものです。以前は、一度液状化した地盤は水分が抜けて再液状化しにくい

と考えられていたようですが、震災後の調査により、液状化した地盤は再液状化のリスクが高い傾

向にあるといわれていますので、それを踏まえた説明や工法の提案が必要であると考えます。

②の工事に関してトラブルが多く、かつ被害が深刻なのが、薬液注入工法による沈下修正工事で

す。特に最近は、施工業者の質がかなり悪化しているという印象です。

以下にトラブルの事例を簡単にご紹介します。いずれも、地震によって地域全体が液状化し、自

家や隣家が不同沈下していた事案です。

事案１　工事を行った住宅に関する被害

Ａさんは、自宅の10/1000程度の不同沈下を修正するために、薬液注入工法による沈下修正工

事を施工業者に依頼した。「200万円の補助金の範囲内で工事できる」というのが、売り文句だっ

た。ところが、薬液注入の途中で、注入していた側の部屋の床中央部分が異常に盛り上がり、家具

が浮き上がるほど床に不陸が生じてしまった。

施工業者は注入を途中でストップしたが、予定レベルよりはるかに持ち上がってしまっており、

傾きが激しくなった上、家のあちこちで著しい歪みが生じている。

現場担当者は「補修する」と言っているが、工事写真や記録は一切なく、補修方法の説明も不十

分で、適切な補修がなされるとは到底考え難い。

事案２　隣家に関する被害１

Ｂさんの自宅は5～6/1000の不同沈下を生じたが、Ｂさんは、日常に不便を感じないため、ひ

び割れ等の補修工事だけを行い、沈下修正を行わないことにしていた。

ところが、何の事前説明も挨拶もなく隣家で薬液注入が始まり、３日目に、一番沈んでいた隣家

に近い部分の床が上がり、家が歪んで窓が閉まらなくなってしまった。

施工業者は、一度は調査を行うと約束したが、その後、弁護士から「工事とは関係ない」との通

知が届き、何の対応もしてくれない。Ｂさんが家屋調査会社に調査を依頼したところ、住宅が中折

れ型に変形しているとの結果が出た。

住宅地盤に関する裁判事例
弁護士法人匠総合法律事務所　代表社員弁護士　秋野卓生
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事案３　隣家に関する被害２

Ｃさんも、Ｂさん同様、自宅の不同沈下が10/1000に満たないので、沈下修正を行わないこと

にしていた。しかし、隣家で前ぶれなく薬液注入が始まり、隣家に近い部分の床が盛り上がって、

建具の開閉や水回りの排水に異常を感じるようになった。外構の床は、液状化でひびが入っていた

が、工事の後、ひび割れが明らかに拡大した。

施工業者に文句をいうと、担当者は「迷惑をかけた分、激安で工事します。他の家には内緒です

よ。」とＣさんに契約を持ちかけた。工事するより仕方ないと思って契約したが、工事中にも設備

を破損するなどのトラブルが続いた。また、「激安」といっていた工事代金も、近所の家とそう変

わらなかった。

いずれの事案も、施工業者に対する損害賠償が認められ得る事案です。

住宅を変形させることは他人の財産の損壊に当たりますので、事案２・３について、不法行為に

基づく損害賠償請求、事案１については、瑕疵担保責任及び不法行為に基づく損害賠償請求という

法律構成になります。

事案１は、特に杜撰な工事が行われた事案であり、施工業者が損害賠償義務を負うのは当然とい

えます。また、損害額もかなりの額に上ると考えられます。

事案２・３では、工事と隣家の変形の因果関係が問題となりますが、薬液注入工法に関しては、

隣地境界線上の塀が壊れるなど周辺への事故事例が多く見られ、また、専門家からも、注入圧に

よって周辺構造物に影響を及ぼす影響はゼロではないと指摘されています。そのため、隣家との距

離や施工と変形の時期的な一致などより、工事が原因であると認められる可能性があります。

こうした隣家トラブルを防止するために、施工業者は、工法の採否、注入箇所の深さや薬液注入

量などの工事の方法、特に周辺の監視などに注意すべきでしょう。隣に何ら説明もなく工事を始め

るというのは、周辺を軽視していたことの証拠ではないでしょうか。

薬液注入工法は、比較的安価に沈下修正が可能であるという利点がありますが、沈下修正として

の実績はまだ乏しいですし、また、工事の出来が個人の技量に負うところが大きいものという印象

があります。

特に問題なのは、他業種からの新規参入が比較的容易なのか分かりませんが、液状化の発生地域

には雨後のタケノコのように全国の施工業者が入り乱れ、玉石混淆となってしまったことです。調

子のいいセールストークと激安価格で契約を取り、ロクに管理もしない杜撰な施工でトラブルを発

生させ、トラブルの後始末もできない施工業者が少なくない。夜逃げしてしまった施工業者もあり

ます。しかし、そういった情報は消費者から見えにくいため、トラブルは未だ絶えず、むしろ深刻

化しているように思います。

今後、また地震が発生し、液状化の被害が発生する可能性も否定できない中、「薬液注入ってコ

ワイよね」という印象だけが残るというのは、業界全体として避けたいものです。
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１．はじめに
水平障害が生じた住宅を修正する工法としては大きく分

けて2種類あり、①基礎ごと修正する工法②基礎から上の
構造部を修正する工法がある。その中で今回は後者をご紹
介させていただくのであるが、当該工法は室内のリフォー
ムなど床のない状況で施工できれば、費用も効率も良いこ
ともあり、非常にポピュラーな工法であると言える。ただ
明確な規定や文献も少なく、その殆どが施工者の技量に委
ねられる部分が多く、必要な鉄筋やアンカーボルトを切断
したままで完工していたケースなど、安易な施工となって
いる事例も散見される。そこで今回は、注意すべき管理項
目に主眼を置いて述べていきたいと考えている。なお、今
回の施工対象としては、H12年（建設省告示1347・1460
号）以前の比較的古い木造住宅を対象としたものである。

２．施工手順
施工手順は図-1に示す。

３．品質管理ポイント
対象建築物に対し、安全・安価に工事を行うというのは

非常に重要であるが、“たとえ水平に戻すことができて
も、それが施工前の建物強度より劣ってしまった”では話
にならない。現実として、施工上どうしても切断せざるを
得ないような鉄筋やアンカーはあり、また床下配管が密集
しているために修復が難しいような事例もあるのは事実で

ある。だからと言って、何もせず放置することは許される
ことではない。最低でも工事前と同等でお返しするという
意識は施工者として持たなければならない。

3-1. ジャッキセット
ジャッキの設置方法としては、基礎の天端の一部を斫り
撤去し、土台下部に直接設置したり、場合によっては架設
材を組んでセットしたりと状況に応じたものとすることが
多い。よって、各社の創意工夫により、確実な手法を選択
すれば特に問題はない。ただ1点ここで注意しなければな
らないのが、有筋基礎の場合、上端鉄筋が微妙な位置にな
り、当該作業に干渉してくる場合がある。この場合、出来
るだけ厚みの薄いジャッキ（写真-1）を用いたり、架設
鋼材を設置したり（写真-2）と、出来るだけ鉄筋を痛め
ないような方法を選択するべきである。

土台上げ工法による不同沈下施工例

執行　晃＊

沈下修復事例

＊SHIGYOU Akira、報国エンジニアリング㈱　大阪府豊中市大黒 3-5-26

12 Vol.5

図‒1　施工手順

写真‒1　厚みの薄いジャッキ

写真‒2　架設鋼材の設置状況

ジャッキセット

土台アンカー
切り離し

ジャッキアップ

基礎補修工

基礎天端の一部分を電気チッパーなどにより斫りを行い、
ジャッキの設置を行う。

土台アンカーの切り離しを行う。

レベル管理を行いながら、少量ずつ調整を行う。

切り離したアンカーの接続を行い、コンクリート斫り部分
の修復及びジャッキアップ分の基礎天端に生じた隙間の
充填を行う。



3-2. アンカー切り離し
建築基準法施行令第42条第2項『土台は、基礎に緊結し

なければならない。』となっている。通常アンカーボルト
により緊結されているのであるが、これは土台を貫通して
基礎と緊結されており、土台上げ工法では、どうしても処
置せざるを得ない部分となる。
この切り離し方法として、考えられるものとしては、下

記のようなものがある。

１）アンカー斫り出し
アンカー周辺のコンクリートを斫り撤去し、コンクリー

トに干渉していない状況とする。どうしても既存コンク
リート基礎を痛めてしまう為、撤去した断面欠損部の補修
材・方法は、十分に検討されたものでなければならない。
下地処理としては欠損面をきれいに洗浄し、プライマーの
塗布を行い、補修材では主にモルタルを用いる事例が多い
と思われるが、砂分の多いいわゆる“左官モルタル”では
なく、少なくとも1：2モルタル程度は用いたいところで
ある。なお、より万全を期すのであれば、性能が保証され
ている無収縮モルタルなどを用いるのであれば、より良い
処置と言える。また、ジャッキアップ量によっては、アン
カー定着長が短くなってしまうケースもある為、事前に設
計者との協議が必要になる場合もある。

２）アンカー切断
状況により既存アンカーを切断する場合がある。この場

合の切断方法としては、一部コンクリートを斫り撤去し、
ガス溶断やディスクグラインダーなどで切断を行うことが
多い。
切断したアンカーの復旧方法には、下記のようなものが

挙げられる。
①　溶接継手

切断したアンカーに新たな鉄筋を添え、フレアー溶
接により接続を行う。なお、一般的に溶接長は、
10ｄ以上（両面出来る場合は、各5ｄ以上でも可）
確保できるように行う。よって、仮にアンカー筋が

Φ12で両面溶接が不可の場合、最低でも240mm以
上の施工スペース確保が必要になる。

②　後打ちアンカー
土台天端からドリルによる削孔を行い、ケミカルア
ンカーなどの後打ちアンカーで緊結を行うというも
のである。後打ちアンカーのコンクリート部への定
着深さは、既存基礎天端を基準とすべきである。

③　鉄板補強
基礎側面から補強鉄板を挟み込み補強を行うという
もの。基礎の両面から挟み込むようなスタイルが望
ましいが、基礎外周面など美観的にも片側での施工
しか難しい場合などは、設置枚数の検討や①や②の
継手と併用するなどの処置が必要である。
また、補強材については、板厚・ボルト径など詳細
な検討したもの、若しくは何らかの実験値に基づい
たものを用いることが望ましい。
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図‒2　アンカーボルトによる緊結



3-3. ジャッキアップ
一部の壁や床を残したままで施工することも多く、そう

いった場合は梁の仕口や耐力壁等の損傷が目視できないた
め、ジャッキアップはまんべんなく、かつ、少量ずつ行い
建物に生じている変形角を一時的といえども大きくするこ
とのないように細心の注意を払わなければならず、偏った
持ち上げ方をしてしまうと建物に損傷を与える要因となる
ので注意が必要である。（図-3）

また、古い木造住宅などでは、耐力壁が満足に配置され
ていないケースや、土台同士の継手が甘いものなどがあ
り、ジャッキアップを行うことで外壁がずれてしまったり
することがあり、予め外れそうな継手には金物補強を施し
ておいたり、場合によりワイヤーで縛りつけておくなどの
工夫が必要になることも多い。（写真-3）

3-4. 基礎補修工
ジャッキアップにより生じた基礎天端の隙間には、受け

ゴマを設置するのであるが、その材料として、H鋼や鋼管
などを加工したものを用いたり、鉄板を積み重ねたり各社
様々であると思われるが、必ず十分な強度を保有している
ものを使用しなければならない。（写真-4）また、設置

位置として、柱付近に設置することは必須として、その他
の間隔として弊社では1000mm以内くらいを目安にして
いる。また、受けゴマにより荷重は負担しているが、受け
きれないその他の隙間にはモルタルなどで念入りに充填を
行なわなければならない。（写真-5）

４．おわりに
当該工法は、一般的に安価、かつ、短工期でできる認識
をお持ちの方が多いように思う。
ただ、だからと言って“簡単な工事”とは限らない。基
礎から持ち上げる工法の場合、多少持ち上げ方が乱暴で
あっても基礎自体に剛性がある為、それほど建物に損傷を
与えることは少ないが、この工法の場合直接上部建物を調
整するため、経験の他にも上部構造の知識も必要になり、
非常に神経を使う工事となることも多い。
また、今回対象外としたが、H12年以降の比較的新し
い住宅では、ほぼ有筋基礎に移行していることやホールダ
ウン金物など土台廻りの金物の数もかなり増えていること
など、下手な施工をすると施工前の建物強度を下回ってし
まう可能性もあり、当該工法の採用には熟慮が必要であ
る。
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写真‒4　天端の隙間の基礎との状況

写真‒3　ワイヤーで縛りつける工夫

写真‒5　モルタル充填状況

ジャッキ

UP

損傷

図‒3　ジャッキアップの注意事項



１．はじめに
住宅地盤における特殊土シリーズは、今までに「しら

す」、「泥炭」、「黒ボク」と土粒子自体の組成に特色が
ある地盤を紹介してきたが、本稿では、地層の堆積環境や
自然環境の影響から非常に軟弱な
沖積層が厚く堆積し、地盤の支持
力が極めて小さく、圧密沈下量が
甚大であるという現象に特徴を
持った「有明粘土」について紹介
する。有明粘土は、「ムツゴロ
ウ」や「泥干潟」等で有名な有明
海の北岸地域に広く分布すること
で知られている。

２．有明粘土とは
有明海北岸には九州最大の筑紫

平野が広がり、そこで完新世に形
成された地層群（完新統、沖積
層）の中に有明粘土層は存在す
る。有明粘土層は有明・不知火海
域の干潟と海岸低地の大部分を構
成する海成完新統と定義1）されて
いる。筑紫平野では、海岸地域の
沖積低地に見られる粘性土層は一
様ではなく、真性の海成層である
粘性土と非海成層の粘性土に2分
され、両者の土質工学的な性質が
異なることから前者を有明粘土
層、後者を蓮池層と呼んでいる。

2.1　有明粘土が分布している地
形の特徴
筑紫平野表層における非海成粘

土（蓮池層）および海成粘土（有
明粘土層）の分布を図-1に示
し、図-2にその断面図を示す。
図-1に示すように、海岸付近の
地域では表層から有明粘土層（海
成粘土）が堆積しており、内陸部

においては非海成粘土（蓮池層）の堆積が目立つ。図-1
内には海成粘土分布限界線が太い実線で示されているが、
このラインは有明粘土の特徴である貝の化石の混入の有無
を辿った境界ラインであることから、境界ラインから海岸
までのエリアには、表層に蓮池層が堆積している場合で

④特殊土における住宅地盤対策～有明粘土～

渡辺　佳勝＊

全国の特殊地盤と戸建住宅対策例

＊WATANABE Yoshikatsu、㈱トラバース 設計部 開発室　千葉県市川市末広 2-4-10
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図‒1　筑紫平野表層における非海成粘土および海成粘土の分布 1）

図‒2　佐賀地質断面図（図‒1の A-A' 断面図）2）



も、下部には有明粘土層が堆積（図-2参照）しており、
筑紫平野の大半の地域で有明粘土層の分布が確認出来る。
境界ラインは、最も海水面が上昇していた縄文海進（約
6000年前の縄文時代に発生した海水面上昇のこと）ピー
ク期の海岸ラインに近似している。
また、有明海北岸は日本一の干潟（泥干潟）としても有

名な遠浅海岸であり、干拓地（堤防を作り内部の水を抜き
取ったり干上がらせるなどして陸地化した土地）を形成し
やすい地域である。従って、江戸時代以前から干潟の干拓
が行われ、これまでに約260k㎡と日本一の干拓面積を
誇っている。図-3に筑紫平野の地形区分図を示す。

2.2　有明粘土の特徴
１）支持力性能
海岸ラインから1km内陸部に
位置する川副エリアのスウェーデ
ン式サウンディング試験（以後
SWS試験とよぶ）及び標準貫入
試験（以後SPT試験とよぶ）結
果を図-4に示す。SWS試験で
は、盛土（1.3m）以深から連続
して堆積している有明粘土は、
Wsw=0.05kN（5kg：クランプ
自沈）を含む極軟弱地盤が厚く堆
積しており、GL-10mまでの長
期許容支持力度qa（25cm毎に
小規模指針式4）から算出）は、
1.5～22.5kN/㎡と極めて小さ
い。SPT試験ではモンケン自沈
（N=0）が連続するためSPTだ
けでは地盤を評価することが出来
ない程の極軟弱地盤である。
２）物理的性質
有明粘土と一般的な沖積粘土と
の物理的性質を表-1に示す。有
明粘土は、含水比、圧縮指数、鋭
敏比において大きな値を示す。有
明粘土の大半は、液性限界WL
（土が固体から液体に移る時の含
水比）よりも自然含水比Wnの方
が上回っている（液性指数IL≧
1）。すなわち有明粘土をこねた
場合、土質工学上、液体になるこ
とを意味している。自然含水比が
液性限界を超える要因として挙げ
られるのが鋭敏比である。鋭敏比
Stとは、乱さない状態の土の強
度cuと練り返した土の強度curの
比（St=cu/cur）であり、数値
が大きくなるほど不安定な地盤と
言える。一般的な粘土がSt=2～
4、鋭敏比が高いとされる関東ロ
ームにおいてもSt=8～10である
のに対し、有明粘土はSt=10～
70程度と非常に大きく、St=180
の報告例5）もある。
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図‒4　川副地区におけるSWS試験結果とSPT試験結果

a）SWS試験結果
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図‒3　筑紫平野の地形区分 1）

b）SPT試験結果
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３）地盤沈下
有明粘土地盤における地盤沈下は、圧密沈下に起因する

場合が大半である。過去において圧密沈下が発生した最も
大きい原因は、地下水の汲み上げによる地中内応力の増加
である。地下水は工業用水、建築物用水及び農業用水とし
て利用され、最も地盤沈下の大きい白石地区では、渇水年
であった平成6年度、年間最大約16cmの沈下が生じてい
る。昭和47年2月～平成24年2月までの40年間に発生した
累計地盤沈下等量線図を図-5に示す。累計沈下量が50cm
を超えている地域は白石地区と福富地区の一部に集中して
おり現在は地下水採取の規制を始めたことや上水の整備も

進んだこともあり鈍化しているものの、平成23年度の年
間最大沈下量は佐賀地区の8.7mmであり未だに終息して
いない。累計沈下量は、昭和32年以降から現在までに発
生した白石地区の約124cmが最大値となっている。白石
地区にて杭基礎により建設された倉庫の地盤沈下状況を写
真-1、写真-2に示す。写真-1は杭基礎により支えられた
倉庫が、地盤沈下に伴い抜け上がった状況で有り、基礎下
に配置されているコンクリートパイルや割栗石の状況が良
く分かる。写真-2は倉庫正面のアプローチ部分で有り、
建物の抜け上がりに合わせてスロープを作成した状況であ
る。
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表‒1　沖積粘土と有明粘土の物理的性質 4），5），6）

湿潤密度
ρt
kN/㎥

乾燥密度
ρd
kN/㎥

自然含水比
Wn
(%)

液性限界
WL
(%)

圧縮指数
Cc

鋭敏比
St

沖積粘土 12～18 5～14 50～80 50～130 0.2～1.0 2～4

有明粘土 12～16 5～12 30～180 40～150 0.3～2.5 10～70

図‒5　有明海北岸地域における累計地盤沈下等量線図（昭和 47年 2月～平成 24年 2月）3）



通常は、基礎と地盤が密着した状態であり、地盤からの
反力を想定した設計がされているが、本件倉庫のように杭
が突出し、建物が浮き上がった状態を想定した設計がされ
ていない場合、不安定構造物となる場合があるため注意が
必要である。

３．住宅地盤として
有明粘土層が分布している地域に住宅を建築する場合、

地盤補強は必須である。近年小規模建築物の世界でも杭や
地盤補強の工法が数多く開発され、様々な手法により支持
力を確保することが出来るようになってきた。しかし、こ
の地域の不同沈下事故は後を絶たない。その大きな原因と
して、住宅地盤（地盤補強）の設計者は、支持力検討に重
きを置いて、沈下量の予測を蔑ろにしているケースが多い
ためである。杭基礎のように沈下を許容しない設計も考え
られるが、多額な費用が発生する割には写真-1のような
抜け上がりが発生し、土の補充、ライフラインとの調整な
ど、アフターメンテナンスが将来必要になる。従ってこの
ような地域では、地域全体の沈下に追随しながら不同沈下
させない設計力が必要である。これを実現するためには敷
地内の地盤性状だけではなく、敷地周辺の地盤性状や現地
ロケーションも十分に把握する必要がある。周囲に古い建
物があれば実物大の試験体と考え、どのような被害が発生
しているのか観察し、沈下の可能性を予測する。また、隣
地が水田であり、今後盛土造成する可能性が予測出来るの
であれば、その影響にも耐えられる地盤補強の設計が必要
である。このように設計者は将来敷地及び敷地周辺にどの
ような荷重が加わり、どのように沈下が発生するかを予測
できなければ、沈下事故を防ぐことは出来ない。設計ミス
が不同沈下に直結する地盤であるため、設計力が問われる
地盤とも言える。

４．おわりに
住宅地盤の設計は、パソコンによるプログラム化に伴

い、標準化や効率化が進んできた。上部構造物の設計のよ
うに、使用材料の物性値が明確な世界では、解析の自動化
は非常に有効であるが、住宅地盤（表層地盤）のように不
確定要素が非常に多く、この地域のように支持力計算だけ
では全く通用しない地域もある。設計者は地盤データや周
辺状況などから今度どのような外的要因が発生するのか、
どの程度沈下が発生するのかを予見し、設計に盛り込むス
キルが要求される。この地はそれを教えてくれる絶好の地
であり、是非足を運び建物の被害状況を肌で感じ、今後の
設計業務に生かして頂きたい。

５．参考文献
１）下山正一他：有明海北岸低地の第四系，九州大学理学

部研究報告地球惑星科学第18巻第2号別冊pp.114-
119，1994.12

２）日本地質学会：日本地方地質誌8　九州・沖縄地方，
pp.97-101，2010

３）環境省HP：全国地盤環境情報ディレクトリ，筑後・
佐賀平野（佐賀県）の地盤沈下情報

４）地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説p.110，
p.146，p.181，p.482，2009

５）三浦哲彦他：有明粘土層の堆積環境とその鋭敏性につ
いて，土木学会論文集No.541/Ⅲ-35，pp.119-
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写真‒1　地盤沈下による抜け上がり現象（白石地区）

写真‒2　抜け上がり現象に伴うスロープ作成状況（白石地区）



　地盤データの解析には地形図や地形分類図を参照することが欠
かせない。地盤データは、その地点に固有の情報であり、たとえ
同じ自沈層が２メートルの層厚で分布しているとしても、調査地
が「台地」であるのか「氾濫平野」に位置しているかによって、デー
タの意味が大きく異なってくるからである。ある特定の地域の地
形は、典型的な地層構成（層序）を示すことが多い。絶えず新し
い土が供給されて再堆積していくような場所もあれば、数百年以
上ものあいだ乱されることなく積層していく場所もある。

　地形分類図を掲載するのは報告書としての体裁を整えるためで
はない。調査地が当該の地形に位置することの意味を考えるため
である。測定された数値の大小と分布深度のみを問題視し、報告
書それ自体を見ればおのずと分かるデータを日本語に置き換える
ことが考察なのではなく、データと地形の関係、造成されてから
の経過年数や先行荷重の影響などを所見としてまとめるのが考察
である。自沈層があるというだけでいきなり「不同沈下の可能性
がある」と結論付ける考察に説得的な根拠を見出すことは困難で
ある。

　地形図や地形分類図を参照するといっても、漠然と眺めている
だけでは何も見えてはこない。地図を判読するためには地図を見
る目を養う必要がある。地形図を例にとれば、「水田」と「畑地・
桑畑」などの地図記号に着目することである。調査地周辺の土地
利用の履歴によって低地であるのか高台であるかを判別するので
ある。土地利用の履歴の他にも、細かく描き込まれている等高線
の流れを判読することで、地盤の良否を推測することは可能であ
る。等高線が高台から低地方向へと出っ張っている場合には、丘
陵斜面の「尾根筋」であり、逆に、高台方向へ差し込む場合は「沢
筋」である。同じ丘陵斜面であっても沢筋は「集水地形」なので
含水比が高く、周囲から流入する土が二次堆積している可能性が
高い。

　地図の読解力が身に付いてくると、実測データを見る以前に、
おおよその地層構成を予測することができるようになる。極論を
言えば、調査に出向く前の段階で、すでに地盤の良否は判明して
おり、実測データは自分の予測を裏付ける物証になるはずなので
ある。仮に想定していなかった実測データとなる場合があれば、
自然現象によって形成された地層ではなく、人工的な地盤改変の
影響を受けている可能性が高いと判断しなければならない。地形
とデータの関係を所見としてまとめるのが考察だという意味は、
地形によって必然的に形成されるだろう地層構成と、実測データ
との整合性を検証するということである。地盤調査の記録は、裏
付けがあってこそ信頼性のある「情報」となるのであり、そのよ
うな情報は「確度が高い」ということになる。整合性が悪ければ、
追加調査を実施するか、地盤改変に関して徹底したヒアリングを
試みるなどの原因究明が必要となる。

　予想外のデータとなったときに、地形からも人為的な造成の経
緯からも説明ができない事態となることがある。そのような場合
は、地図を疑ってみることが解決の糸口となることがある。国土
地理院から発行されている地図だからといって完全無欠というわ
けではない。どれだけ精密さを誇ろうとも「地図」は、現前する
事物を抽象化することによってしか、紙媒体や電子媒体に置き換
えることができない。抽象化の手始めはありのままの現実の縮小
化であり、平面化である。抽象化の過程では、全ての事物の中か

ら、地図表現の目的に適した要素だけを浮かびあがらせ、不要な
事物が捨象される。さらには、もともと球体である地球を二次元
の平面で表現する際には、しばしば極端な誇張（デフォルメ）が
施されることもある。

　今回紹介する書籍には、地図作製者によってさまざまな編集意
図があることが紹介されている。メルカトル図法は主要な用途で
ある航路の角度を優先するあまり、南北の両極に近い部分の面積
が拡大されており、おなじみの世界地図ではやたらとロシアやグ
リーンランドが大きく描かれることになる。地図が戦略上の重要
な機密事項となることも多く、世界大戦時に参謀本部陸地測量部
が発行した地形図では、軍事施設が抹消され草地として表現され
ていたとか、水田記号は戦車が通行可能な「乾田」の他に「水田」
「沼田」の区別があった。現行の中国の正規の地図では「台湾」
はあくまでも「台湾島」であり、尖閣列島の表記をめぐっては、
中国に配慮したGoogle マップが「魚釣島」を併記している。オー
ストラリアでは天地が反転している地図まであるのだ。

　書籍では直接触れられていないが、戸建住宅の地盤調査と密接
な関係がある事例でいえば、「土地条件図」にも不可解な点があ
るのを紹介しておきたい。土地条件図の凡例と実際の実測データ
で違和感があると思われるのが「台地の低位面」である。「台地」
とあるので高台で地盤が良好なデータを想像しがちであるが、実
際は氾濫平野や谷底平野とほぼ同等の地層構成となることが多
い。長年にわたっていぶかしく思っていたが、土地条件図作成に
たずさわった技官に直接尋ねてみると、わずか数 cmでも火山
灰が降灰した場所については「台地」と分類するという返答であっ
た。氾濫平野や谷底平野のように上流から絶えず水が供給される
場所では、降灰した火山灰は下流側へと押し流されて堆積しない
のが普通であるが、たまたま低地の中の微高地などに残存すると
「台地・低位面」と分類されてしまうのである。さらには、台地
や丘陵地の段丘面や沢筋から流れを発する谷の源流では、上流方
向へ侵食が進み（谷頭侵食という）、土地条件図に図示されてい
る谷頭が台地側に移動し、分類上は台地であるにもかかわらず、
実測データが谷地のような地層構成を呈することもある。

　土地条件図といえども打率が 100％ではないのであり、時と
して「地図も嘘をつく」のである。地盤判定に従事する専門家と
しては、日々繰り返される地盤調査の地点（住所）ごとに、どの
ような地層構成がいかなる地形のもとに出現するかを吟味し、公
式の地形分類図を自分なりに修正するなかで土地勘を養っていく
ことが大事なのではないか。

類書
「地図は嘘つきである」　マーク・モンモニア・著、晶文社

（高安 正道）

シリーズ地盤の書棚から

第５回
「地図もウソをつく」竹内正浩 著

文芸春秋社（文春新書；2008）

このコラムでは広い意味での地盤関連の書
籍や文献、あるいはインターネット上の有益
な情報を不定期に紹介したいと思っています。
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事 務 局 よ り

編 集 後 記

仕事柄ネット上の地図や航空写真を良く見
ますが、最近の地図サイトの進化にはすごい
ものがあります。そこで最近見た中から建築
予定地の地形条件把握にすぐ役立つと思われ
るサイトを二つ紹介します。もちろん無料で
す。
まずは「YAHOO!地図」。地図の種類に
「地形図」または「水域図」というのがあり
ます。住宅地盤においては平野部の高低差が
地盤判断に役立つ情報ですが、この地図では
台地上の谷地形などの微妙な高低差が見事に
表現できています。さらに「距離計測」ツー
ルで建築予定地を通る線上を２地点以上ク
リックすると、標高グラフと共にクリックし
た地点の標高が表示されます。すなわち「低
地」かどうかが割と簡単に判断できるという
ことです。
続いて「電子国土Web.NEXT（試験公
開）」。基本地図は全国の「25000分の1地
形図」ですが、拡大・縮小・移動などの操作
性がかなり向上しています。また、作図機能
で地点をマーキングでき、地図上で右クリッ
クするとその地点の緯度経度と標高が表示さ
れます。もちろん航空写真もあります。さら
に素晴らしいのはライブラリーにある「土地
条件図」。発行済み全国主要平野部の土地条
件図がここで閲覧できます。拡大・縮小はも
ちろん透過率も調整可能です。個人的にはこ

れまでの土地条件図閲覧サイトの中で一番見
やすいのではないかと思ってます。
是非一度ご覧いただいて、地形判断のお役

に立てれば幸いです。
＜事務局　新松＞

四季のある日本、夏といえば枝豆です。子
供からお年寄りまで幅広く楽しむ事が出来る
食品だと思います。
冷凍された茹枝豆は忙しい時やアウトドア

で利用するのは便利ですが、枝付の鞘をむし
り取る事に、季節を感じるのです。柔らかく
なり過ぎないよう、ガス台の前に陣取り、茹
で上がったら笊に上げ団扇で風を送ります。
少し温かいまま頬張ると、独特の香りと食感
が広がります。やはり美味しさは生には敵い
ません。
枝豆の品種は数十種類と沢山あり、収穫時

期は早生・通常・晩生と3回程のようです。
晩生品種が増えれば、より長く楽しめるので
すが、やはり旬があるのが季節物。美味し
かった記憶と共に次の季節を心待ちにするの
が良いのかもしれません。
意外な事に、俳句では枝豆を秋の季語とし

ているようです。浴衣に花火が定番ですが、
秋の月を眺めながらの晩生枝豆も残暑を和ら
げてくれそうです。

＜事務局　坂本＞

今号の協会員紹介は住品協の大石理事とご
趣味の写真撮影です。素晴らしい写真がたく
さんありましたので写真多めで紹介させてい
ただきました。
私の最近の趣味は映画観賞なのですが、
「新・午前十時の映画祭」という映画の黄金
時代の傑作娯楽映画を1年に渡り上映すると
いう素晴らしい企画を発見しました。
ネックなのは名前の通り午前十時からの1
回のみの上映なので気合いを入れて見に行く
必要があります。でも1,000円とリーズナブ
ルです。全国の映画館で開催されていますの
でご興味のある方は是非。
（URL：http://asa10.eiga.com/2013/）
先日、この企画で「大脱走」を観ました。
第二次世界大戦末期のドイツ空軍が管理する
連合軍航空士官の捕虜収容所での200名を超
える大脱走のお話です。以前見たときはス
ティーブ・マックィーンのバイクでの逃走劇
が印象に残ったのですが、今回は一番の見せ
場、地下トンネルでの脱出劇が気になりまし
た。地下トンネルを収容所から外の森の中ま
で掘るのですが、ちゃんと地質を調べてから
掘っていて必要な補強用の木材の調達まで綿
密に計画・実行していきます。さて、脱出は
成功したのでしょうか、結末は如何に……

＜事務局　安西＞

広報担当の塚本です。
今号より建築・土木の関係学科のある全国高専・大学に

配布していきます。
理由は、学生や研究者の方に住宅地盤に興味を持っても

らうきっかけになればとの思いからです。
この冊子を見て、学生なら住宅地盤業界への就職も視野

に入れてもらえれば、また研究者の方には住宅地盤を研究
テーマで取り上げてもらえればとの願いを込めて…。もし
かしたら革新的な地盤調査や地盤改良工法が出てくるかも
しれません。そんなことを想像しながら、今号も編集して
まいりました、次号もよろしくお願いします。

今年も早いもので、一年のうち半分が過ぎ
ました。
日々の業務で、北海道から九州のまでの広
範囲の物件の「The PERFECT 10」の審査
を行っています。審査依頼物件の地盤調査報
告書や工事報告書に添付されている写真を見
ると、季節の移り変わりが垣間見えます。
スウェーデン式サウンディング試験や、地
盤補強工事の作業の背景に、雪景色や紅葉、
雲ひとつ無い秋晴れなどを見ると、地域によ
り季節感が違うことが感じられます。今は6

月ですから、日本全国同じような写真の背景
です。作業環境も比較的良いのではないで
しょうか。でも、これから夏に向かって気温
も上がっていきますし、特に酷暑の中大変だ
ろうなと思います。物件の場所と写真から、
それが想像される時があります。
日中、審査を行っている時に、施工現場か

ら直接電話を頂く時があります。施工中に予
期せぬ事態になって、その対処での相談で
す。コラムや杭の支持層が意外に浅く、高止
まりになるときや、擁壁底盤等で打設位置変

更、地中障害物による貫入不可等です。施工
中でもあり、その場合は即時回答しています
が、施工現場の大変さが伝わってきます。
ただ、そのような時は、お互いの対処方法
は一致している場合が多いです。土の中のこ
とですから、想定通りいかない場合もあり、
想像力も必要な奥の深い仕事と感じます。
これからは、夏になり作業環境も厳しくな
りますので、作業員の方の健康を願うばかり
です。

＜審査部　高橋＞

20 Vol.5

2013 Vol.5　平成25年7月25日発行

発  行：

〒113-0034
東京都文京区湯島 4-6-12  湯島ハイタウン B-222
TEL  03-3830-9823    審査部  TEL  03-3830-9824
FAX  03-3830-9852
E-mail  info2@juhinkyo.jp
URL  http://www.juhinkyo.jp/

編  集：協会誌編集委員会
若命善雄・塚本　英・高安正道・新松正博・
高田　徹・安西幹雄

じ
ゅ
う

ひ
ん

き
ょ
う



地下水チェイサー ソイルキャッチャー

※オプション装着仕様 砂を採取した様子

Vol.5 21



22 Vol.5



〒951-8141 新潟県新潟市中央区関新２丁目１番73号　新潟ダイカンプラザ遊学館409号　　担当：豊島
TEL：025-378-0634　FAX：025-378-0647　E-Mail：info@alphaforce.jp 　http://www.alphaforce.jp/

Vol.5 23





G-Space DB ProDB Pro Ver.1.12Ver.1.12

5,2505,250



26 Vol.5





28 Vol.5



住宅地盤調査・地盤補強工事は、会員企業へご依頼ください。
―地盤品質の確保のために日々研鑚を重ね、地盤事故の根絶を目指しています。―

□正会員  

□特別会員  

NPO（特定非営利活動法人）住宅地盤品質協会
●事務局●
〒113-0034　東京都文京区湯島4―6―12

湯島ハイタウンB―222
TEL.03－3830－9823　FAX.03－3830－9852
http://www.juhinkyo.jp/

セルテックエンジニアリング㈱
㈱データ・ユニオン
㈱中部地質試験所
アキュテック㈱
理研地質㈱
ジオテック㈱
㈱住宅地盤技術研究所
㈱ジオック技研
㈱土木管理総合試験所
㈱ステップ
㈲錐建
豊伸産業㈱
㈱三友土質エンジニアリング
キューキ工業㈱
㈱日建エンジニアリング
㈱システムプランニング
兼松日産農林㈱
㈱世古工務店
報国エンジニアリング㈱
㈲マエタ土質施工管理事務所
㈱ハイミックスブッサン
㈱ジオニック
北海道ベース㈱
応用開発㈱
㈱ゴトー
㈱シゲムラ建設
㈱環境工事
㈱本陣
㈱下田組
㈱ハウスエンジニアリング
㈱コクエイ
ＵＧＲコーポレーション㈱
㈱ロクショウ
㈱常盤開発
㈱亜細亜土質エンジニアリング
㈱昭和測量設計事務所
岩水開発㈱
㈱コスミック
㈱設計室ソイル
㈱フジタ地質
㈲エスティーエム仙台
㈱グランド技研
湊川地盤調査㈲
㈲信和エンジニアリング
㈱富士建商
㈱伸栄興産
㈱ＩＣＰむさしの
㈱カナイワ
モットーキュー㈱
ジバンテック㈲
㈱ソイルテック
㈱アライドリサーチ
㈲坂井商事
いわき住宅企画
㈲リファイン・タカハシ
㈲フジミテクノ
㈲明光ジオリサーチ
㈲Ｕ・Ｄ・Ｅ
群馬地盤調査研究所
㈱アーバン企画
㈲富士ホームサービス
東洋理研㈱
㈱研進工業
ジオテック仙台㈱
㈲六大設計
住宅パイル工業㈱
㈲天王重機
㈱パーツ・ジオ
新栄重機建設工業㈱
㈱中部技術センター
㈱宮尾組
㈱石井工建
新日本建設㈱
千代田ソイルテック㈱
㈱伸洸
地研テクノ㈱
東昌基礎㈱
㈱エイチアール・シー
オムニ技研㈱
土筆工業㈱
㈲ハウスステージ
グラウンドシステム㈱

㈱第一工業
㈱レックス
㈱サムシング
㈱ジーエーシーサポート
トーホー地建㈱
㈱積善
㈱ジオワークス
コスモ地研㈱
中野工業㈱
髙井基礎産業㈲
西日本基礎技術㈱
㈲三企地盤
㈱新生工務
福菱物産㈱
㈲不動重機機工
㈲ジオワークス
㈲地盤データサービス
ダイワ・リサーチ
㈱ソイエンス
㈱トラバース
㈱アスム建設
東昇技建㈱
㈱秀建
㈲グランドワークス
㈲山信鋼業
㈲ジオ・プラス
カミウラ工業㈱
㈲テクニカル九州
金城重機㈱
㈱ジオテクノ・ジャパン
㈱エヌ・テックス
北斗興産㈱
隆テック㈱
㈱サトウソイルサービス
ハウス技研通商㈱
㈲清和工業
アートクレーン㈱
㈱エム・ティー産業
㈱フジ勢
㈲アースリィ土質研究所
㈱セイワ
伊田テクノス㈱
㈲日翔技建
㈱周南ボーリング
ジオソリューション㈱
アースプラン㈱
㈱東特
正栄工業㈱
㈱グルンドコンサルタント
愛知ベース工業㈱
㈲福田組
㈱ソイルメート
新生重機建設㈱
㈱オーヤマ重機
㈱イートン
諫興技建
アンドーパイル販売㈱
住宅地盤㈱
㈱ミヤノ技研
㈱ジャストワン
㈱ミキ・アドバンス
㈱ランド・エコ
野寺基礎工業㈱
下地建設㈲
山下工業㈱
㈲地盤リサーチ
㈱ブレイクスルー
會澤高圧コンクリート㈱
ポーター製造㈱
マルショウ建設㈱
㈲ソイルテクノ（熊本）
㈱アース
㈲ＧＩ工業
㈱地研工業
㈱バンゼン
㈲和泉基工
㈱オオニシ
㈱アートテクニカ
㈱西尾技建
㈲サポートホールド
㈱奈良重機工事
㈱リークス開発

㈱ワイズ技研
Ｍ・地質
㈱東部
㈲愛協
㈱エフイーシー
ベーステック㈲
㈱吉川組
㈲地盤研究所
㈲イナエ住研
㈱創和
㈱アオモリパイル
エイチ・ジー・サービス㈱
㈱オオクラ
㈱ジーバンテクチュア
原田建設㈱
富士重機工事㈱
㈱ソーゴーギケン
㈱オリエントエンジニアリング
　サービス
㈱アーステクノ
常盤工業㈱
上越住宅建築事業協同組合
㈱ベーシック
㈱光陽重機
北島産業㈱
㈱ビーオーケー
㈱フクエイ興産
㈱テラ
海野建設㈱
住友林業アーキテクノ㈱
㈱丸屋建設
㈱袋内興業
㈲三友機工
越智建設㈱
マルゼン工業㈱
㈱共友開発
㈱新研基礎コンサルタント
㈱クリエイティブサポート
　東京営業所
㈱トラスト（長崎）
トランスポート鳥取㈱
㈱佐藤住建
㈱ジーテックジャパン
㈱Ｍ’ｓ構造設計
京橋物産㈱
㈱美装
㈲鎌彦工務店
水島ソイルリサーチ㈱
㈱西川土木
志賀為㈱
常盤基礎地質㈱
出雲建設㈱
日建ウッドシステムズ㈱
㈱モリヤ
㈲ジーアール
㈲旭豊土地開発
㈲横山重建
㈱髙須ボーリング
㈱ウイングプラン
㈱日本ハウスクリニック
㈱トップ
㈲萩原土建
エスピー㈱
山形基礎㈱
㈲ジオックス
㈲マスト
㈱西野コンサルタント
㈱江藤建設工業
技研基工㈱
㈲ウィルコンサルタント
㈲ジーアイ産業
㈲木下特殊土木
㈱九州パイリング
㈱横浜ソイル
三和興業㈱
一畑住設㈱
㈲トータルシステム
㈲ミヤテクノ
㈲鳥取地盤改良
横井クレーン㈱
㈱東亜機械工事
コングロエンジニアリング㈱

㈲プロテック
㈱和工ライズ
㈱共栄テクノ
グランドル・エージェンシー㈱
㈱東翔
阿部多㈱
㈱岡田重機
㈲地盤改良新潟
大興産業㈱
㈱山根特殊建設
公喜工業㈱
美保テクノス㈱
㈱上組
建基興業㈱
㈱コーリョウ
㈱アースシールド
ＥＳＣ建材㈱
関東地盤センター㈱
ハイスピードコーポレーション㈱
㈱ヤマダ
㈱大三建設
㈱皆川組
ホクシン建設㈱
金城建設
ニッサンパイル建材㈲
㈱加覧組
㈲ディソイル山梨
㈱地下テクノ
カナイ技研サービス㈱
㈱ジーエムシー
㈲王生工業
㈲真栄産業
グラウンド・ワークス㈱
圏央地盤センター
㈱マルヤス
富士コンテクノ㈱
㈲三心建設
九州探泉㈱
㈱拓土質
㈱今江建設
㈱三興ソウビ
㈱グラウト工業
㈱地盤研究所
白川建設㈱
㈱ゼン基業
㈲髙橋測量設計
愛媛三段ブロック㈱
㈱遠藤組
㈱エルフ
㈱松尾組
㈱吉田設備
㈱エアボーリング
㈲地耐力設計
㈱アースラボラトリー
㈱ピーエルジー
㈱スィーク・エイム
㈱ジーエルプラン
㈱ケンショー
㈱西山工務店
㈲ウエダ
㈱ランドアート
㈱ジオ・エンジニアリング
㈱下山基礎
㈲アイティプランネット
㈱ＪＦＤエンジニアリング
リブテック㈱
㈱光信
クラウン工業㈱
ＯＧＡＴＡ住宅基盤㈱
ジャストトレーディング㈱
㈱村上組
㈱藤井基礎設計事務所
㈱京北地盤コンサルタント
㈱小池建設
三和ボーリング㈱
ニチゴ産業㈱
住宅品質保証㈱
日本基礎地盤㈱
やすらぎ㈱
マルト機械建設㈱
三星砿業㈱
㈱地研

アライ地盤調査
㈱章栄地質
㈱システムプランニング東京
㈱オートセット
㈱明建
㈱中部建築文化センター
㈲北陸ソイル工業
㈱中野測量設計事務所
㈲エス・ピー地盤
㈲Ｔｍｃ
㈲小澤重機
足立地質調査㈱
セキサンピーシー㈱
藤沢コンクリート㈱
㈲エス・ワイサービス
㈲岩村建築資材
美建マテリアル㈱
㈲ジオメイト
㈱国保住建
東京テクノ㈱
㈱ペガソス技建
㈱野本ボーリング工業
デミップ技研工業㈱
㈱ジオキューブ
地建
フィールド・リサーチ
北越産業㈱
藤村ヒューム管㈱
㈱恩田組
㈱ソイルテクノス
㈲ソイルテクノ（秋田）
㈲司建設
㈱アクリナ
木下建設㈱
㈱テクノ九州
㈱ビッグハンズ
㈲地盤調査コスモ
㈱滝沢技研
㈱長野土質試験所
アルコ工業㈱
森下建設㈱
㈱ユサ
㈱山梨重機
㈱キョウエイ
三毳ソイル㈲
㈱アスク・アドバンス北信越
松林工業薬品㈱
㈱中野地質
㈱織田商店
㈲ジオシステム
エヌプラス香川（三栄工業㈱）
㈱野村商店
㈲朝倉測量設計
㈲伊勢地摂
㈱基土木
㈱ＡＹ
㈱熊本総合技術コンサルタント
東栄コンクリート工業㈱
㈱第一建商
雄和興業㈱
㈲かとう開発技建
北海技建㈱
㈲草野土質
三光商事㈱
㈱宅盤テック
ランドスタイル㈱
エム・プランニング㈱
㈲勝実建設
㈱斐川板金
㈱インテコ
㈱堂園重機
㈱丹羽ソイルテック
㈱セイドテック
北都ハウス工業㈱
㈱菅原重機
シマ地質㈱
㈱モーメント
㈲向陽
㈱セントラルベーステクノ
㈱大東技建
㈱インテック
辰己建設㈱

大和ランテック㈱
ミズシマ㈲
㈱ＫＢＭ
㈱エスエスティー協会
コーワ技建㈱
㈱綜和
㈲竹村綜合建設
東城建設㈱
㈱エイコー技研
㈱正谷
㈱アシスト
㈱テクノアース
㈱神奈川ソイル
共栄興業㈱
協和地下開発㈱
㈱タツイチ
㈱アレイア
雅重機㈱
アップコン㈱
㈲アースクリエイト
㈱サムシング四国
㈲エスジーシステム
㈱アルク
昭和マテリアル㈱
㈱アクト
S.T.T. フィールド㈱
㈱アースリレーションズ
㈱ランドクラフト
㈲福嶋商会
播磨エンジニアリング㈱
㈱東海テクノス
㈱日建コンサルティング
新協地水㈱
㈱タマキ
㈱東日本地質設計
㈱シンセイ
井上總業
㈲地域総合プラン
昭光通商㈱
㈱名取地質
㈲野口開発
富士商事㈱
㈱アース建設
㈱矢野技研
㈱岡村建設
㈱山陰基礎
Gunma Jiban 高橋技研
㈱蓮井建設
テクノハーツ㈱
㈲テクニカルプランニング
㈱中部ジオ研究所
㈲エステート中山
開発運輸建設㈱
高原木材㈲
蓬原産業㈱
㈱テクノフィールド
㈱中山エンジニアリングサービス
㈱東成
湯浅地盤調査事務所
㈱ｇ－ｐｌａｎ
㈲井上土建工業
㈲テクノパイル
住友林業ホームエンジニアリング㈱
㈱湘天
㈲タムラクレーン
加藤建設㈱
昭吉建設㈱
㈱アサヒソイル
兼六地盤調査㈱
㈱尾鍋組
㈲グロウイング
㈱弘匠
㈱明倫開発
㈲沼栄工業
㈱グランテック
栄和パイル㈱
地盤の窓口㈱
㈱和賀組
英重機工業㈱
徳本砕石工業㈱
㈱坂本建設
㈱グリンブル
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三谷商事㈱　中部支社　名古屋支店　　鉱研工業㈱　　応用リソースマネージメント㈱　　㈱みらい技術研究所　　日本車輛製造㈱　機電本部　鳴海製作所

㈱ジー・アンド・エス　　㈱住品協保証事業　　　　　　全国マイ独楽工業会　　　　　　　㈱ＧＩＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＢＩ少額短期保険㈱
㈱協伸建材興業　　　　　ジャパンホームシールド㈱　　一般社団法人ハウスワランティ　　一般社団法人地震補償付き住宅推進協議会　　 （2013 年 6 月現在）

□賛助会員  



2013年6月現在

2422
782
1795
755
1161

全国490社加盟


